
＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
１．加工食品国際標準化緊急対策 55百万円
輸出先国で認められている食品添加物の代替利用を促す早見表の作成等、賞味

期限延長・輸出先国の規制対応等のための勉強会や包材等の切替・機械導入等の
国際標準化に向けた取組を支援することで、加工食品の輸出を促進します。

２．JAS・食品安全マネジメントの普及対策  73百万円
① 有機JAS普及対策事業
有機JASの運用改善（リモート調査の導入や使用可能資材リストの公表等）による

負担軽減に向けて、有機JAS認証取得や有機JAS資材リストへの登録をモデル的に
支援するとともに、認証件数の増加に資する、登録認証機関の検査員の拡充やスキル
向上に向けた取組を支援します。

② 食品安全マネジメントの導入推進支援
食品事業者における食品安全マネジメント（FSM）の理解を促進し、合わせて輸

出食品の製造事業者として心得ておくべき安全・品質管理に係る各種取組（フード
ディフェンス等）の理解を深めるための研修の実施を支援します。

＜対策のポイント＞
加工食品の国際標準化対応や我が国の規格認証の普及により輸出先国の規制・ニーズへの対応を強化し、加工食品等の輸出拡大を図るため、食品産業
の課題解決の取組を支援します。

＜事業目標＞
農林水産物・食品の輸出額の拡大（２兆円［2025年まで］、５兆円［2030年まで］）

＜食品安全マネジメントの導入推進支援＞

＜加工食品国際標準化緊急対策＞

賞味期限延長や輸出先国に
おける規制等への対応が必要

①早見表の作成
②勉強会の開催
③包材等の切替・機械導入等

国際標準化に向けた取組を支援

FSM導入・向上等に向けた支援

＜有機JASの普及対策＞
認証取得支援 資材リスト登録支援 検査員研修・リモート調査導入支援

【令和６年度補正予算額 128百万円】

農林水産物・食品の輸出促進のうち

食品産業の国際競争力強化緊急対策事業

［お問い合わせ先］大臣官房新事業・食品産業部食品製造課 （03-6744-7180）

世界標準のFSMを導入し、販路の拡大につなげる
国

民間団体等

民間団体等
（民間事業者、一般財団法人、

一般社団法人を含む）

定額 民間団体等
（生産者、食品事業

者を含む）

1/2、定額

＜事業の流れ＞

（１、２①の事業）

（２②の事業）
定額
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